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ティー・ロウ・プライス・ジャパン株式会社 

 

2021年 11月 24日の 

ティー・ロウ・プライス グローバル・テクノロジー株式ファンドの基準価額の変動について 

 

 2021年 11月 24日、ティー・ロウ・プライス グローバル・テクノロジー株式ファンドの基準価額が前営業日比で大きく下落

したことを受け、基準価額の主な下落要因と今後の運用方針についてお知らせいたします。 

 

【基準価額の騰落率】 

コース名 11/22（月）

の基準価額 

11/24（水）

の基準価額 

前営業日比 前営業日比 

騰落率 

A コース（為替ヘッジあり） 14,836円 13,661円 ▲1,175円 ▲7.92% 

B コース（為替ヘッジなし） 16,104円 15,016円 ▲1,088円 ▲6.76% 

【市場環境】 

マーケット指標 11/19（金） 11/23（火） 騰落率 

MSCI オール・カントリー・ワールド 

情報技術インデックス（米ドルベース） 

744.38 729.98 ▲1.93% 

出所：ブルームバーグのデータ（税引前配当再投資）を元にティー・ロウ・プライスが作成 

為替レート（対円） 11/22（月） 11/24（水） 騰落率 

米ドル 114.10 115.21 0.97% 

出所：投資信託協会（対顧客電信売買相場の仲値） 

 

【基準価額の下落要因】 

11月 19日から 11月 23日の世界株式市場は、バイデン米大統領が米連邦準備理事会の議長にパウエル氏を再任し、

ブレイナード氏を副議長に指名すると決定したことで、物価対応を優先するとの思惑が広まり、セクターにより大きく異なる値

動きとなりました。インフレ圧力緩和に向けて来年には金融引き締めが開始されるとの見方から銀行等の金融銘柄が買われ

ました。また、バイデン米大統領が複数の国と協調した戦略石油備蓄の放出計画を発表したものの、その規模が一部の予

想を下回ったことからエネルギー関連銘柄は堅調な推移となりました。 

一方で、金利上昇を背景にテクノロジー関連銘柄は大幅に下落しました。ビデオ会議システムを提供するズーム・ビデオ・コミ

ュニケーションズが予想を上回る業績を発表する一方で、売上高の伸びが鈍化したことが、テクノロジー関連銘柄に対する投

資家心理の悪化に拍車をかける形となりました。また、ソフトウェアを提供するアトラシアンやゲーミング・プラットフォーム運営の

ロブロックスの保有も基準価額下落の要因となりました。これらに代表される当ファンドで上位に組入れている銘柄の多くは、

経済のデジタル化の恩恵を享受し、コロナ禍での業績拡大を受けて株価が大きく上昇してきたことから、今後コロナ禍からの

脱却過程で業績が悪化するとの不安感から株価が大きく下落しました。 

 

【今後の見通しおよび運用方針】 

当ファンドの運用においては、マクロ環境や増税等、企業業績に影響を与える様々な不確定要素に留意しつつ、コロナ禍に

よる一過性の需要増ではなく、より長期の構造変化やライフスタイルの変化の恩恵を受ける真の勝ち組や長期的な利益成

長が期待できる銘柄を見極めることがより重要になってくると考えています。 



 

 

経済のデジタル化はコロナ禍が契機となり加速し、今後も長期にわたる継続が見込まれます。こういった長期的な流れの恩恵

を受けて中長期にわたり成長する銘柄に重点投資するという当ファンドの運用方針に変更はありません。足元の株価下落は、

①いくつかの高成長かつ高バリュエーション銘柄の決算が市場の期待値を下回ったこと、②パウエル FRB議長の続投が決まっ

たことでテーパリング継続の見通しが台頭したこと、③コロナの感染再拡大が欧米で見られていること、に起因するものです。今

後はこれらの状況を慎重に注視しながら投資機会を見極め、従来からの投資テーマに沿った銘柄選択により超過収益の獲

得を目指して運用していきます。 

 

以上 

 

投資信託および当資料に関する留意点について 

▪ 当資料は、ティー・ロウ・プライス・ジャパン株式会社が、情報提供等の目的で作成したものであり、特定の運用商品を勧誘するものではなく、金融商

品取引法に基づく開示書類でもありません。 

▪ 当資料は、信頼できると考えられる情報に基づき作成しておりますが、情報の正確性あるいは完全性について保証するものではありません。 

▪ 当資料における見解等は資料作成時点のものであり、将来事前の通知なしに変更されることがあります。また、本資料で示したデータ等は、情報提

供を目的として掲載したものであり、将来の投資成果を示唆、または保証するものではありません。 

▪ 投資信託は、値動きのある有価証券等（外貨建て資産には為替変動リスクもあります）を投資対象としているため、お客様の資産が当初の投資

元本を割り込み損失が生じることがあります。 

▪ ご購入の際は投資信託説明書（交付目論見書）をあらかじめまたは同時にお渡ししますので、必ずお受け取りの上、内容をよくお読みください。ま

た、投資のご判断はお客様ご自身の責任においてなさいますようお願い申し上げます。 

▪ 投資信託は、預金または保険契約ではないため、預金保険および保険契約者保護機構の保護の対象にはなりません。また、金融機関の預貯金と

異なり、元本および利息の保証はありません。銀行等の登録金融機関でご購入いただく投資信託は、投資者保護基金の支払対象ではありません。 

▪ ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の６の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。 

▪ 「T. ROWE PRICE, INVEST WITH CONFIDENCE」および大角羊のデザインは、ティー・ ロウ・プライス・グループ、インクの商標または登録商標

です。 

 

投資信託に係る費用について 

投資信託の投資者が負担する費用には以下があります。 

投資者が直接的に負担する費用： 

▪ 購入時手数料：上限3.3％（税抜3.0％）  

▪ 信託財産留保額：ありません。 

投資者が信託財産で間接的に負担する費用： 

▪ 運用管理報酬（信託報酬）：上限 年率1.793％（税抜1.63％）  

▪ その他費用：法定書類等の作成等に要する費用、監査費用、組入有価証券の売買委託手数料、外貨建資産の保管等に要する費用等があり

ます。運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を表示することはできません。 

上記の手数料・費用等の合計額については、投資者が投資信託を保有する期間等に応じて異なりますので、表示することができません。 

 

ご注意：上記に記載しているリスクや費用項目は、一般的な投資信託を想定しており、費用の料率は、ティー・ロウ・プライス・ジャパン株式会社が運用する

全ての公募投資信託のうち、投資者の皆様にご負担いただく各費用における最高の料率を記載しております。リスクや費用は投資信託ごとに異なりますの

で、詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。 

 
ティー・ロウ・プライス・ジャパン株式会社 
金融商品取引業者：関東財務局長（金商）第 3043号 
加入協会：一般社団法人日本投資顧問業協会/一般社団法人投資信託協会 


